
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

日  時 ７月１９日（金）受付 17:30 /18:00 開 演 

場  所  神奈川県地域労働文化会館 （定員 100 名） 

料 金 会員・家族・当事者 300 円 一般 500 円  

 

主  催 NPO 横浜市精神障害者地域生活支援連合会 

共  催  NPO 横浜市精神障害者家族連合会、横浜市生活支援センター連絡会 、(一社)てとて、 

     西区自立支援協議会、瀬谷区自立支援協議会、保土ヶ谷区自立支援協議会、YPS ピアスタッフ協会 

後  援  横浜市健康福祉局（交渉中）、港北区自立支援協議会 

 

近年、厚労省では「精神障害にも対応した地域包括ケアシステム」や「地域生活支援

拠点」に係る事業が企画され、各自治体の実情に応じて展開されています。その目的と

しては長期入院の減少や居住支援の機能強化があり、方法のひとつとしてアウトリーチ

事業がありますが、横浜市の計画にはまだ入っていません。 

この会の前半では、2003 年から日本にＡＣＴプログラムを導入・推進してきた伊藤

順一郎先生にアウトリーチの基本としてリカバリー・ストレングス志向の支援について

お話しいただきます。さらに地域ケアネットワークとの関連を探るため、市川市の地域

支援の施設長さんとの対話をご覧いただきます。後半は、前半を受けて横浜市の今後の

アウトリーチの在り方を考えます。平日の夜間ですが、是非ご参加下さい。 

 

 

 

 

横浜市におけるアウトリーチの 
課題と可能性を探る 

開演 １7：30 来賓挨拶 横浜市健康福祉局障害福祉部担当 (交渉中) 

Ⅰ部  １8：00  講 師  伊藤 順一郎 メンタルヘルス診療所しっぽふぁーれ 院長 

坂本 祐子  南八幡メンタルサポートセンター 施設長  

       演  題  我が国のアウトリーチの可能性について 

           千葉県市川市のこれまでとこれから 

Ⅱ部 １9：00  シンポジウム 

       テーマ 横浜市における アウトリーチの課題と可能性を探る 

       司 会 藤井 達也  泉地域精神保健福祉研究所 

       演 者 澤田 高綱  旭区生活支援センターピアサポーター 

           大羽 更明  浜家連 副理事長 

           永瀬 誠   西区生活支援センター 所長 

                     渡辺 幹夫   西区基幹相談支援センター 所長 

           増子 徳幸  一般社団法人てとて 代表理事 

      指定発言 竹内 かおる 栄区中野地域ケアプラザ 主任ＣＭ 

        助言者 伊藤 順一郎 精神科医師 

終演 ２1：00 



講演・対話・シンポジウムのメンバー紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

申込み期限 7 月１２日（金）まで  定員になり次第申し込みを締め切ります 

横浜市精連  ＴＥＬ：０４５ - ２６３ – ８１００ 
 

横浜市南区高根町 3-17-12 KS ビル 4 階 C 号 

・市営地下鉄 阪東橋駅徒歩２分（出口１番Ａ） 京浜急行 黄金町駅から徒歩５分 

所   属  

氏   名  

℡  会員 ・ 非会員 

伊藤 順一郎 氏 
東京都出身、千葉大学医学部卒業(医学博士、精神科医)同大学医学部精神医学教室助手、国立
精神・神経センター精神保健研究所社会復帰研究部長等を歴任。日本でのＡＣＴ（包括型地域
生活支援プログラム）の導入と実践に尽力している。現在メンタルヘルス診療所しっぽふぁー
れ院長、専門はひきこもり支援、統合失調症等の当事者の社会復帰支援、著書多数。 
 
坂本 祐子 氏 
精神保健福祉士。社会福祉法人サンワーク南八幡メンタルサポートセンター施設長。総合病院
での勤務を経て、平成 10年より千葉県内、福岡県久留米市で主に精神障害者の就労支援、地
域生活支援に従事する。平成 23年 4月より社会福祉法人サンワークに勤務。 
 
澤田 高綱 氏 
精神疾患発病と事故での治療から解離性障害と身体障害をもつ当事者活動家。退院後、ほっと
ぽっとのピアスタッフとして 10 年以上活動。病院訪問等をする「キャラバン隊かめ」や自宅
訪問、外来同行等をおこなう訪問を中心にアウトリーチを意識した活動を展開している。 
 

大羽 更明 氏                                  

横浜市保土ヶ谷区家族会「たちばな会」会長、NPO 横浜市精神障害者家族連合会副理事長  

横浜市障害者施策検討部会に参加。家族の立場から支援の制度や内容について発信している。 

 
永瀬 誠 氏 
北海道出身 精神保健福祉士 大学卒業後一般病院医療相談室、NPO法人西区はーとの会地域
活動支援センターはーと工房、同法人生活支援センター西、現在同センター施設長として勤務。
生活支援センター連絡会副代表、西区自立支援協議会会長、区分認定審査会委員等。 
 
渡辺 幹夫 氏 
西区基幹相談支援センター所長・横浜障がい相談システム ねくさす 所長 
横浜市南部及び中部地域療育センター園長及び副所長、地域活動ホームどんとこい・みなみ所
長、ガッツびーと西所長を歴任する。平成 23年～東京農業大学農学部 非常勤講師を兼務。 
 

増子 徳幸 氏 

福島県出身 看護師 東京都の精神科病棟勤務、千葉県市川市の訪問看護ステーションＡＣＴ

－Ｊでの精神科訪問看護の経験を経て、横浜に精神科訪問看護のステーションと相談支援事業

所を平成 27 年に立ち上げ、現在に至る。一般社団法人てとて代表理事。 

 
竹内 かおる 氏 
横浜市栄区中野地域ケアプラザ 地域包括支援センター 主任ＣＭ 本日の指定発言者。 
 

藤井 達也 氏 

京都出身 早稲田大学大学院卒（社会学専攻）やどかりの里職員、横浜市立大学看護短期大学

部教員、上智大学社会福祉学部教授等を歴任。現在、泉地域精神保健福祉研究所 
 

申し込み先  ＦＡＸ ０４５-263-8101 

 


